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小学生と指導者の剣道観に関する一考察
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＼邸e studied the 〔1ia'e王ences beなVeen t11e vjews of school C11ildl,en and inS捻Udo〕1S on kendo,

ConsideYh)g the len音th of the childfen's e>江〕e点ence and the instΥ11Ctors' Dan・i, ol rank、 our aim

Was to deteTmine how to popula亘Ze kendo among cl)ildl'en and to enl)ance their desiΣe to pYactice'

We colnpa]!ed the child〕.'en's vi飢VS 、vit}) those of加StTuctols and dl'ew the f0ⅡOwb)音 ConC111Sions

The conclusion ofthis study may be slunlnahzed as f0ⅡOWS.

1. The school C11ild)'en l)ad a S捻ong desh'e t0 工Ⅵn lnRtcl)es and iml",ove their sldⅡS. They were

Positive for "other school events t11an kendo pYacuce""positive eaect of kendo praC廿Ce",

"cha)!actelistics of kendo sl(辺","populaTization of kendo", and "Teachi11g n)ethod of

instI11Ct0父S", B11t they weYe negative for "1、_'aditional bel〕aⅥor and manneT","posiuve feelin号

foY instYuctoTS", and "E仟ect ofkendo pYactice on schoolpeffoTmance"

2.1nS捻Uctoxs had a Sね'on曾 desh'e to focus on sP辻it and n〕ade lnucl) ofthe 牙ood poh)ts of teach血牙

kendo. T11ey W田'e positive fの" 1Vlatches a〕!e necessaTy for the poP111a亘Zation ofkendo""1くendo

is n)OYe educationaltl)an otheT spolts", and "popularization ofkendo il) foYei牙1〕 counねies".

3. students wh0 1)ad less expelience of kendo plactice weTe lnoTe positive and felt mm.e

Satisfaction than those who had much expeTience. The foTmeΥ牙工Oup had a stTon菖 deS力,e 加

Plactice matC11 Sty]e in oTdex to palticipate in ma.tches, al)d had a positive implession of theⅡ、
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4. Kendo inS捻Uct仭S who had a 11igher xal〕k W田'e mの'e positive toward teach加筈 kendo than

those with a lowe〕! lank. The lattel had the stfon牙est desi父e to put 目1'eat pYioTity on spilit. The

f01!meT had the Sね,on今est desiTe t06nd the 号ood p0血ts of teach血牙 kendo. They also had a

Stron芸e王 desh,e t0 牙ive pTi0虹ty to teach血晉"Nippon lくendo Katぱ', to considex the 〕!elation

be心Veen the numbex of ]くendo practitjonas and kendo lessons, to conduct events other than

kendo practice, al)d to focus on victo〕!y lnS杜Uctoxs Mth a lowe王工an]ζ Saw no distinctive

di丑'el!ence between teacl〕i11g adult beginn田's and teacl)in今 Childl'en

5. childTen weTe nlofe ne菖ative than instluctors f01!"n'aditionalcou〕!tesy and mannef 血 kendo",

"E丘ect on scl)ool peTforn)ance", and "A丘ection and longin号' f01!血Struct0ΣS"、 They wel!e nl01!e

Positive fof "school events otheY tl)an kendo pTactice" and "Enthusiasm foT lnaldn宮 kendo an

Olympic spolt".
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Th田,e aTe two bi宮 goals foY populaTizin牙 kendo amon宮 School childl'en: to enhance their

deS辻e to keep up kendo pYaCιice, and to ga血 mm'e be目血n飢S.

To enhance theⅡ, desire to keep up theiT P父actice, inst王11Ctors have to be の'eative and to

motivate the childl、en. TI)ey als01)ave to Tec0客nize theh' OMl expeTience and sph'it for 1ζendo, and

ilnpYove the辻 quality aS 血Sね'uct0王S. To aC11ieve these 宮oals,血Sね'uct0父S have to n)ake the e丑'olt

to gain a li牙hel! Dan・i and imP王Ove thei]! coach血宮 S亙11S. Mの'eovel, they have to value the

IelationS11ip of shi・tei・d0套yo, ailnin宮 at bein今 good 加Stluctms who dese〕!ve theiT students'

Tespect

Φ0 晉ain mm,e be套Ⅱln田,S, we sbou]d focus on public lelations.1n addition, childl'en who

PTacuce kendo and theiT families should inⅥ.te othel! child]!en alon牙. The most impoTtant issue

fox us is to enhance chjldl'en's deSⅡ'e to keep up theiT kendo pTactice.
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1.はじめに

近年,青少年の剣道人口の減少は茗しく,子ど

もたちの剣道蹴れは急速に進行している。その実

態に関しては,大塚H),脇本20),岡村10),浅見ら

2)によって報告され,その対策への必要性が叫ぱ

れてきた。浅見ら1)は剣道人口減少の要因解明の

ため,高校生・大学生を対象とした青年の剣道観

についての全国的調査を実施し,高齢の剣道愛好

者の剣道観との比較も行っている。また,木原ら6)

は,高校生・大学生のこれまでの退部実態と剣道

実践に伴う阻害要因について考察している。その

中で退部した経験者の剣道経験年数としては,1

~3年未満が最も多く,まったくの初心者という

よりは,ある程度進んだ段階,面をつけての基本

練習及びかかり稽古・地稽古が始まる前後で多く

の者がやめる要因があると指摘した。換言すれぱ,

このことは剣道実践に伴う阻害要因と剣道経験年

数との関連性を示唆したものとして意義深いと 仁コ

えよう。

一方,小学生に関しては,全日本剣道連盟科学

委員会研究洲査部22)が小学生,中学生の剣道観を

全国規模で調査し,小学生の剣道を続けている理

由については,『もっと強く・うまくなりたいから』

が約6割を超えて最も多く,次いで『試合に出た
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い・勝ちたいから』となっており,技能向_上によ,

る勝利重視が伺える。岡嶋ら9)は道場に通う小学

生の剣道に対する意識を分析し,剣道の試合実績

と練習頻度による意識の違いを明らかにし,剣道

蹴れに関連する考察としては,試合で勝つ体験や

さらに上の技能を獲得することは継続意欲に影粋

を与えるが,それらの欲求逹成が困難と考えたと

きに剣道籬れに繋がる恐れがあると述べている。

そして,ことでも剣道経験年数による意識の違い

の関与が指摘されている。さらに,岡嶋ら9)は指

導者のあり方にも言及し,指導者は子どもたちが

持っている寅嚇首に対する価値槻を認めるとともに,

子どもたちが剣道を自主的に継続していくために

はどのような手立てが効果的であるかをi羊細に論

議する必要性を述べている。その他,剣道指導者

を対象にした実態及び意識の調査に関しては,高

校の授業指導者及ぴ剣道部指導者を対象とした田

中玲)】の,耐;田ら那)17),キ公キ寸ら8),飯"交ら5)σ)蛾告弌、

学校指導者と道場指導者の剣道に関する意識を比

較検討した浅見らa)等がみられる。そのような中

で,浅見ら3)は特に指導者の段位の述いについて,

低段位の指導者の価値観には指導の場面に不安を

感じさせる要因があるとし,段位の差違が指導者

の剣道に対するイ西値観に大きく関係していること

を示唆している。

このように小学生や指導者を対象とした剣道に

対する意識や価値観の研究は,これまでにいくつ

かなされているが,いずれもそれぞれの対象者努11

に行ったものであり,両者を同時期に比較分析し

たものはみられない。また,これらの調査研究以

降帯JI0年が経過しており,現在の小学生剣道学習

者や剣道指導者においては,その意丁蔵や剣道観に

も変化があるものと思われる。

そとで,本研究は小学生に対する剣道普及のあ

り方や剣道継続意欲を向上させる手だてを追及す

ることを目的に,香川県において剣道を行ってい

る小学生とその指導者を対象として,小学生の剣

道に対する意識調査及び指導者の剣道や剣道指導

に対する意識調査を行った。
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Ⅱ研究方法

1.調査項目ソト学生に対しては,1996年に全日

本剣道連盟科学委員会研究調査部が実施した

しj>中学生の剣道観」22)の剣道に対する意識を

闇う54項目,並びに小学生の属性・実態把握を中

心としたフェイスシート13項目(①学年,②性別,

③剣道経験年数,④級位,⑤稽古場所,⑥週問稽

古日数,⑦1回稽古時問,⑧剣道以外の習い事の

有無,⑨家族の剣道経験の有無,⑩勝利と昇級の

比較,⑪競技水準,⑫剣道開始理由,⑬剣道継続

理由)について調査した。また,指導者に刈'して

は,1998郁の浅見ら心による「武道(剣道)の普

及・継続に関わる要因の調査研究一少年剣道を支

援する大人の意識についてー」における63項目か

らなる調杏項目と指導者の属性を尋ねるフェイス

シート8項目(①年齡,性別,②剣道開始年齢,

③剣道経験年数,④段位,⑤指導刈象,⑥週間指

導日数,⑦1日指導時問,⑧剣道のイ耐直・魅力・

意義)について胴査した。なお,図1及び図2,表

1及び表2に小学生と指導者に対一中る意識調査の

項目を記赦した。

2.調査の実施:2005年9月中旬,香川県内で開

催された香川県剣道連盟主催の吉少年剣道研修会

に参加した小学才交5・6年生169名(5年牛86名,6

年生83名・男子H7名,女子52名)及びその小学

生の剣道指導者62名(男性砧●,女性7名:平均

年断475歳)を対象に調査を尖施した。

3.解析方法:小学生,指導者ともに剣道に対す

る意兪裟を問う項Hについては,「5.大いにそう悪

う,4.少しそう、思う,3.どちらともいえない,

2、あまりそう思わない,1,全くそう,思わない」

の5段階の回答に5~1点を与え,項目毎の平均点

を算出した。また,小学生の剣道経験年数による

意計災の違いを見るために,剣道の経験レベルを剣

道開始1~4年目の78名を「短期経験者」とし,5

~7年目の91右を「長期経験者」とした。指導者

に関しては段位による意識の違いを検討するため

剣道の段位が無段~4段の指導者29名を「低に,

段位者」とし,5段~7段の指導者器名を「高段位

者」とした。さらに,本研究において,小学生と

指導者それぞれに調査した項目で両者に頚似した



内容は16項目であった。本研究では,小学生の調

査項目の観点を中心に指導者の意識との比較をす

ることとした。その際,全日本剣道連盟科学委員

会研究調査部が行ったル」>中学生の剣道観」22)に

おけるⅡの視点のうち,「剣道によって得られた

効果に関する意識J,「剣道を継続することに関す

る意識」,「剣道の技術向上への意欲に関する意識」,

「剣道でいやだと思うととについて」,「剣道以外

への関心についての意識」,「剣道に対tる将来像」,

「剣道の技能特性に関する意識」,「剣道への要望

に関する意識」及び「剣道の普及に関する意識」

の9の視点について比較分析を行った。なお,両

者の意識の比較に関しては,「すごくそう思う」

「少しそう思う」の肯定的意見を合わせた%表示

で考察した。統計的な処理としては, T検定を用
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いた。

Ⅲ結果と考察

1.小学生の属性について

表U才小学生の属性を表したものである。剣道

経験年数は5年以上が認.8%を占め,小学校低学

年(1~2年)で始めた者が多いことがうかがえる。

級は三級以下が86.4%を占めており,経験年数の

割合に比べ,級位があまり高くない傾向が見られ

た。 1週間の練習日数は3日が50.9%であり,1回

の練習時間は1時間半~部寺問が全体の90,6%と

なっていた。「小・中学生の剣道観」22)では,1

時間半~2時間が72.5%であり,練習時間がやや

延びたことがうかがえる。「試合で勝つとと」と

「上の級に合格すること」のどちらがうれしいか

学年

5年生

6年生

剣道経験年数

1年

2年

3年

4年

5年

人数

6年

表1

86 50.9

7年

83 49.1

小学生の属性

級位

%

人数

1級

性別

2級

9

男子

22

3級

%

女子

5.3

26

4級

It応

週間練習日数

13.0

21

5級以下

15.4

なし

1日

12.4

練習場所

2日

45

3日

10

自分の学校

人数

26.6

4日

自分の学校とそれ以外の場所

5日

5.9

自分の学校以外

6日

%

15

人數

7日

0.6

48

117

1回練習時間

8.9

54

52

%

30分以内

28.4

44

人数

69.2

32,0

1時間

7

30.8

人数

26.0

1時問30分

37

%

2時間

4.1

44

0.6

86

2時問30分

74

%

21,9

36

26.0

3時間

51

50.9

勝利と昇級、どちらがうれしいか

43.8

3

21.3

試合で勝つこと

30.2

4

1.8

どちらかといえぱ試合で勝つこと

2

人数

2'4

どちらかといえぱ合格すること

1.2

合格すること

2

%

8

88

1.2

12

47

65

52,1

6

38.5

0

人数

3.6

0.0

87

49

%

51.5

22

29.0

竹

13.0

6.5



については,時式合で勝つととj が80.5%,「上の

級に合格すること」が19.5%であり,上の級を取

得するよりも試合での勝利を喜ぶ傾向が見られた。

2.小学生の剣道に対する意識や価値観の現状

について

図1は小学生の剣道に対する意識を問う54項目

に刈'する回答の平均得点を示したものである。4.5

点以上の高得点の項目は,「もっと試合で勝ちたい

(4.66点)j,「もっと上の級や段をとりたい(4.51

点)J であり,小学生の剣道技術向上に対する意識

が高いこ上が明ら力斗こなった。 10年前の「小・中

学生の剣道観」22)の結果では,表示形式が%で示

されているが,4点と5点を合計した肯定的回答の

割合で見ると,1位が「もっと試合で勝ちたい

(89.フ%)」,2位が「剣道を始めてから,体がじ

ようぶになった(81.9%)_1,そして3位が「もっ

と上の級や段をとりたい(793%)」であった。同

じ基準では比較できないものの,10年前には,剣

道で得られた効果に関する意識が上位にあったこ

とが分かる。次に4.0ノ反以上の肯定的な得点の項目

については,「剣道の仲闇と練習(稽古)以外の行

1打をやりたい(4.41点)」,「剣道を始めてから,友

逑が増えたと思う(436点)」,「剣道では,気力が

もっとも大りJだ(4,24点)」,「剣道では,体力がも

つとも大釖だ(4,17点)」,「剣道をやってない人に

も,やることをすナめたい(4,06点)J,「剣道を始

めてから,体がじょうぶになったと思う(4.06点)」,

「先生の教え方はわかりや,、い(4.飾点)」など,

剣道以外への関心,剣道によって得られた効果,

剣道の技能特・牲,剣道の良さや指導者に対する意

識に関する項民の得点が高い傾向にあった。特に,

小学牛は剣道で友達が増えたと感じぐおり,剣道

を一緒に練習している仲間との遊びゃレクリエー

ションなど剣道以外で交流することを強く望んで

いるととが理解できる。また,前出の阿>中学

生の余唄首観」器)と今回高得点(4.0点以上)を尓

した項目の傾向とを比較すると,ほぽ同様な特徴

がみられたが,その,・ヤで「剣道を他の人にすすめ

たい」については10年前に肯定的な回答が683%
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であったのが,今回は58.9%となり,小学生の中

で人にすすめるほど剣道の良さを認識している割

合が低くなっていた。

これに対して,平均点が3.0点未満の項司は, 暑」

問に対して否定的な半嚇折をしていると言える。そ

れは,「剣道の試合でも,声援やたいとなどのにぎ

やかな応援をしたい(2.90点)」,「打たれたときの

痛さがいやだ(2.部点)」,「いつも同じ練習(稽古)

をくりかえすのはいやだ(2.82点)」,「冬の練習(稽

古つは処K ていやだ(2,78ノ念)」,「私も剣道の先生

になりたい(2、74点)」,「正座や黙想が好きだ(2,72

点)」,「剣道に時問をとられて,やりたいことがで

きない(2.71点)」,険11道の試合での「・一本」はわ

かりにくい(2.63点)」,「練習(稽古)の時朋が長

すぎる(2,46点)」,「剣道の教え(心がまえ)は,

むずかしくてわからない(2.43点)」,「男子と女子

で,練習 q盲古)のヰ・.身は違う方が上い(2.41点)」,

「1週闇の練習(稽古)日が多すぎる(2.認点)」,

「剣道を始めてから,学校の勉強の成績が良くな

つたと思う(2.33点)」,「今,なんとなく剣道に興

味がなく,やる気が起きない(2.25点)」及び「剣,

道の先生は,堅苦しい(2.24点)」の15項目であ

つた。小学生にとっては,剣道の教えや1本dy判

定はわかりにくいのではと思●フれたが,5・6年生

までに理解しやすい段階的な指導がこれまでなさ

れてきたことや小学牛が多くの試合をとなしてい

ること等が今回の結果の要因として推察できる。

しかし,正座や黙想といった剣道の伝統的な行動

様式に対しては,好意的に感じていないことが明

らかとなった。その要因としては,小学生が正座

や黙想を行うことの意味を正しく理解していない

ことや日常生活とのギャップ等が老えられる。こ

のような小学生に対して,伝統文化としての行動

様式を分かりやすくイ云えなけれぱならない。また,

剣道の先生への橦れや学校の成繊への剣道効果に

対しても,消極的・否定的な意識が強く,小学生

があこがれるような剣道の良いイメージを作るこ

とが必要であると思われる。
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年齢

全体

低段位者

高段位者

剣道開始年齢

全体平均

全体

武道学研究 38一住):27-36,2005

45.フ

低段位者

38.9

高段位者

51,6

全体平均

SD

11.5

163

11ラー1

段位

表2 指導者の属性

なし

8.1

初段

10.9

人数

152

二段

SD

62

三段

12.0

29

全体

四段

13.5

性別

33

五段

全体

10.6

人数

ノ、段

低段位者

62

七段

高段位者

29

週間指導日数

剣道経験年数

3

%

全体

33

14

全体

1日

1.6

10

低段位者

2日

62

1.6

れ

3日

高段位者

29

低段位者

4.8

男性

10

4日

33

全体平均

226

全体

12

5日

16,1

55

20.フ

6日

17.8

16,1

23

132

7日

6

女性

32

27.3

18

1回指導時間

3

19.4

SD

%

29

14

卯分

11.3

7

%

3.4

10

1時問

8

6

8.1

9.フ

3.4

1時間30分

0

0

人數

29.0

9.4

10.4

高段位者

?時間

0

46.8

483

低段位者

全休

2時間30分

62

0

0

34.5

12.9

3時間

29

0

0.0

0.0

33

5

0

16

0.0

12

9

0

%

0.0

0.0

34

12

0

%

%

0,0

14

3

0

17,2

1.6

0.0

れ

0

31.0

19.4

0.0

10

0

0

41.4

54.8

低段位者

高段位者

0.0

12

0

22.6

10.4

0.0

333

0.0

1.6

30,3

0,0

0.0

5

9

36.4

0.0

15

17

%

%

8

5

3.4

3.0

0

0

17.2

27.3

0

51,8

51.5

高段位者

0

276

15.2

0,0

0.0

0

0.0

3.0

7

0.0

19

%

6

N

0.0

212

0

57.6

182

3.0

0.0







3.指導者の属性について

表2は指導者の属性を表したものである。剣道

開始年齢は高段位者の方が低い傾向が見られ,そ

れにともなって,経験年数も高段位者の方が長く

なっていた。1週問の指導日数は全体では2日~3

日が75.8%を占めており,低段位者と高段位者と

もに同様の傾向が見られた。また,1回の指導時

問は1時間~部寺問がほとんどであり,指導日数同

様,段位による違いは見られなかった。

4.指導者の剣道や剣道指導に対する意識と価値

観の現状について

図2は指導者の剣道に対する意識を問う63項貝

に対tる回答の平均得点を示したものである。4.0

点以上の肯定的な得点の項目は8項目であり,「教

え子の剣道では,気力が最も大匂Jである(4.34点)」

と f長所を伸ぱす指導を中心とするべきである

(4.23点)」は,浅見ら'D の報告と同1羨に1位,2

位を占めた項目であり,指導者は,10年前も現在

も指導面では「気力」を重視し,「長所を伸ばす指

導」を行うべきだと思っていることが明らかとな

つた。3位以降の項民は,「剣道は他のスポーツよ

りも教育的意義が大きい(4.18点)」,「試合は剣道

の普及に不可欠である(4.18点)」,「剣道指導では,

もっと基本技の稽古に時闇をかけるべきである

(4.11点)」,「余嚇亘は学業に良し＼影響を与える

(4.貼点)」,「剣道を続けていると,日常生活でも

礼儀正しくなる(4.05点)」及び「剣道が海外に今

以上に広まってほしい(4.00点)」であった。「試

合は剣道の普及1・こ不可欠である(4.18点)」と,「剣

道が海夕Hこ今以ldこ広まってほしい(4.00点)」に

ついては,浅見ら0 の報告によると,それぞれ3.98

点と3.73点であり,今回調査対象とした指導者は,

剣道の普及に対する試合の位置付けが高く,また,

剣道の海外普及に対する意識が高い傾向になって

いることが明らかとなった。その他の4.0点以上の

肯定的項目については,浅見ら心の報告と同様な

傾向を示していた。

これらの結果より,現在の指導者は気力を重視,

し,長所を伸ぱす指導を心がけつつ,同時に試合

による剣道普及の重要性を弧K認めていた。試合

が及ぼす教育的な意義についてどのように考えて

境:小学生と指導者の剣道観に関する一考察

いるかは明らかにされていないが,試合重視が勝

利重視・偏重にならないことが大前提であること

は言うまでもない。

5,小学生における短期経験者と長期経験者の平

均得点の比較について

表3は,小学生における短期経験者と長期経験

者の平均得点を比較したものである。4.0点以上の

肯定的な項目は,短期経験者が10項目,長期経験

者が7項目であり,短期経験者の方が剣1道に対し

てより肯定的に捉えている項目が多かった。短期

経験者,長期経験者ともに1位が「もっと試合で

勝ちたい(短期経験者4.74点,長捌経験者4.58点)」,

2位が「もっと上の級や段をとりたい(短期経験者

4.60点,長期経験者4,44点)」であった。有意な差

は認められないものの,短期経験者は長期経験者

よりも剣道の技能向上に対する意識力町島いことが

分かる。また,短期経験者は3位が険11道の仲冏

と練習 q育古)以外の行事をやりたい(短期経験者

4.46点,長期経験者4.36点)」,4位が「灸嚇首を始め

てから,友達が増えたと思う(短期経験者432点,

長期経験者4.40点)」であったのに対'し,長期経験

者の順位は逆であったが,剣道仲闇という観点か

らは,類似しており,両者ともに仲間とのコミュ

ニケーションに対する意識の高さが感じられる。

両者の得点で0.24以上の差違があったのは,「剣

道をやっていないノ＼にも,やることをすすめたい

(短期経験者4.19点,長期経験者3.95点)」,「試合

練習は好きだ(短期経験者3.96点,長期経験者3,43

点)」(Pく0.OD,「剣道の大会がもっとあると嬉し

い(短期経験者3,35点,長期経験者2.85点)」

(Pく0.05)及び「剣道の先生は,堅苦しい(短期経

験者2.04点,長期経験者2.42点)」(Pく0.05)の4項

目であり,「剣道の先生は,堅苦しい」を除き,短

期経験者の方が肯定的な得点が高く,両者の問に

は有意な差が認められた。また,有意な差は認め

られなかったものの,短期経験者は他の人にも剣

道をすすめたいという意識が長期経験者よりも強

く表れていた。剣道を始めて問がない子どもに剣、

しては指導者が技能向上を目指せるような指導を

心がけるとともに堅苦しい雰囲気をあまり出さな

いように指導していることが推察される。
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もっと試合で勝ちたい

項目

もっと上の級や段をとりたい

剣道の仲問と練習(稽古)以外の行事をやりたい

剣道を始めてから、友達が増えたと思う

剣道では、気力がもっとも大切だ

表3 小学生における短期経験者と長期経験者の比較

剣道では、休力がもっとも大切だ

武道学研究 40-(1):9-25,2007

剣道をやってない人にも、やることをすすめたい

剣道を始めてから、体がじょうぷになったと思う

先生の教え方はわかりやすい

先生は剣道の素晴らしさを教えてくれる

新しい技を教えてもらいたい

外国にも剣道が広まってほしい

試合で負けても、ほめられるとやる気がでてくる

剣道では技が上手に使えることがもっとも大切だ

対象群

剣道もオリンピック種目になってほしい

新聞やテレビなどで剣道のことをもっと取り上げて欲しい

剣道で学んだことは、これからの生活に役立つ

剣道を始めてから、礼儀正しくなたったと思う

練習(稽古)が終わった時の満足感は好きだ

基本練習は好きだ

剣道の試合は、見ていておもしろい

剣道を始めてから、ーつのことに気持ちを集中することができるようになったと思、う

短期経験者

試合練習は好きだ

平均得点士標準偏差

お卸よりと一緒に練習(稽古)できるのは良いことだ

中学校または高校へ行っても、剣道を続けたい

4.74土0.69

夏の稽古は暑くていやだ

4.60士074

剣道を始めてから、がまん強くなったと思う

4,46土0.96

まちがった審判をされて、くやしかったことがある

4,32土1.06

仲間とのじけいこが好きだ

有意差

4.18士0.88

かた(剣道形)の練習(稽古)をやりたい

4.17土0.90

長期経験者

剣道の練習(稽古)では、きびしさが必要だ

4'19士1.00

平均得点土標準偏差

選手になることを目指して練習(稽古)している

3.99土 1,02

試合に負けた時、おこられるのがいやだ

4.58士0'84

4.17土0.92

防具(剣道具)や稽古着(剣道着)のよごれやにおいがいやだ

4.44土0.83

4.03土0.90

剣道以外のスポーツもやりたい

4.36土0.96

4'08士1.03

先生に稽古の相手をしてもらうのが好きだ

4.40土1.10

3.96士1,19

かかり稽古は好きだ

4.30土0.90

3.99士1.27

剣道の大会がもっとあると嬉しい

4.16土1.04

4.05士 1.07

大人になっても、剣道を続けたい

3.95土1.17

3.96土1.07

剣道の試合でも、声援やたいこなどのにぎゃかな応援をしたい

4.12士0,96

3.91 土 1.24

打たれた時の痛さがいやだ

3.96土 1.14

3'90土1,10

いつも同じ練習(稽古班くりかえすのはいやだ

3.97士 1.11

3.82士1.09

冬の練習(稽古)は寒くていやだ

3.88士121

3.88土1.09

私も剣道の先生になりたい

3.93土1.23

374土1.01

正座や黙想が好きだ

3.90土1.33

3,83士1,12

剣道に時間をとられて、やりたいことができない

3.75士 1.25

3.64土 1.01

剣道の試合での「一本」はわかりにくい

3,79土1.26

3.96土1.16

練習稽古)の時間が長すぎる

3.82土129

3.74土1.23

剣道の教え(心がまえ)は、むずかしくてわからない

377土1.18

3.56土 1.28

男子と女子で、練習(稽古)の中身は違う方がよい

3.78土 1.25

3、46土1.37

1週間の練習(稽古)日が多すぎる

3.73土1.31

3,45土1.18

剣道を始めてから、学校の勉強の成績が良くなったと思3

3.69土1.21

3.29土1.56

**

今、なんとなく剣道に興味がなく、やる気が起きない

3,60土1.17

3'46土1.19

剣道の先生は、堅苦しい

3.73士 1.24

3.32土1.16

3.43士1.36

3.49土 1.05

3.48土1,22

3,46士 1.30

3.58土1,50

3,17土120

3.59士1.27

3,12土1.53

3.60士1.18

3.38土1.46

3.68土 1.40

3.24士 1.31

3.51土1.17

3.06土1.36

3.52土 1.26

3.35士1.35

3.37土1.14

3.12土1,29

3.31 土 1.28

2.87士1.20

3.34土1.36

2.78士 1.46

329土1.32

?.85士1.29

3.01 士 1.54

2.59土1.24

*

3.04士 1,22

2.85士1'29

3.11士1,28

2.67土1.14

2.85土 1.24

2.60土 1.28

3,02士 1.34

2.42土 1.30

2.92土1.50

236土1.16

2.87土1.34

2.36土 1.04

2.79士125

2.29士1.24

2.93土1.42

2.29士1.14

18

2.65士1.34

2.40土 1.26

2.フ7土 1.35

2.08土 1.02

2.80土 1.39

2.04士1.05

2.80土 1.28

2.54土1.19

2.48土1.17

**; Pく0.01 *; Pく0,05

2.52士 1.22

2.46士 1.11

*

2.27士 1.22

2.40土 1.26

2.42土 1,05



教え子の剣道では、気力がもっとも
項目

長所を伸ぱず指導を中心とすべきで
剣道は他のスポーツよりも教育的意義が大きい
試合は剣道の血及に不可欠でる
貪1道指導ではもっと基本技の

境:小学生と指導者の剣道観に関する一考察

貪 道は学業に良い,響を与える

表4 指導者における低段位者と高段位者の比較

道をキけていると、日常生活でも礼儀正しくなる
道が海外に今以上に広まってもらいたい

剣道人口の減少でクラブ道場のゑ持に不安を感じている
自分の教え子たちの仲間意モは厶い
え子の中から剣道の門家が育って欲しい

{校の數師でなくても高段者には受業の指導任せてよい
レギュラー以外のえ子にも、」一に大会出場させるべきである
日本剣道形の指

切である

{校での剣道の;業は、剣道人口増加に効がある
金1道だけでなく、他のスポーツや文化的活なども指に含めたい

"古に時間をかけるべきである

教え子の剣道では、i 力をーめていくことがもっとも大切である

対象群

親の願いで剣道やらせている
試合の負の糸士
剣道では、理屈よりも体で覚えることが大切でる
教え子の剣道

時間を今よりも世やしたい

貪道の稽古は厳しくして当然で
進{や業しても剣道寺§士けたいと思っている數え子は

既製品の剣道サイズ斉、今より細八化したほ'が良い
の剣遒の普及に、指導者の一人ひとりがもっと力を入れるべきである

にこだる指者がすぎる

剣道指'負では、

平均得点土裸準優差

低段位者

自分自身は才段寺目指している

ムくし、進学・ナ

剣道のれたものが入試の,サ,1}で先されてもいい

432土0.67

3.96士0.69

獣を肅
教え子が剣道やめた因は、指逗者にる

ノ」、

4.14士0、89

3.96士0.92

刀で打つ動イ
剣道自をもっと軽くすべきである

が

合につことの靈ぴをえることが大事である

4.07士07フ

剣道を長く,

有意差

くらいなら、負けてもかまわない

に立てたい

3、93土07フ

い

誤審がある

4.00土0.フフ

一古の子から、ムはがままな教え子がい

平均得点土探準傷差

3.96土0.88

高段位者

**

剣道指

3.82土0.86

教え子の,習,は小ないと感じる

、けるためには、小学交の時から始めた方がよい

4.35土0.60

3.89土0,92

ムのえ子には運

刀で斬る動作に近づけるべきである

3.89士0.92

4.44土056

一者に保i 者の支援寺もっと1軸やしてもらいたい

欠点をす指一

はやむおえない

3.71 土0.94

4.21 土07フ

剣道がオリンピック

4.35土0.81

3,57士0,84

今は稽古嫌いのえ子が

4.15土0.78

3、43土0.79

剣道の稽古は

4.15土0.78

3.36土0,99

誰にでも教えられる六

339士0.88

4.09士0.93

初心者の指導は1 意でる

い

4.03土1,00

3,68士0.82

ケ刀の化{製品化は、対人的能に悪三蝉はない

4.03士0.90

3.57土0.74

先力の低いものがい

「有効打突の判にも異:の

3.97土0.97

3.32土0.67

心とすべきである

女子と男子の食立査の合基j は区別した方がよい

重目になってもらいたい

3.94土 1.07

3.46士0.84

**

日行'べきである

3.97土0、90

3.68土0.90

*

田在加える寅
男女の古内六は、

4.00士0.89

3.39士0,92

*

海外へ広まると剣道は悪い方向へと変六る

4'00土0.65

3.18士0.90

段位による上下の人P

い

3.97士0.83

329士0.81

的な指導法はり'ない

生活の中で剣道

3.91 土0、93

3.43土0.96

**

自分の指導では、

1道日

3.62士0、99

3.18土0、94

貪1道の指導にわっての、指者の.済的な負担が大きすぎる

3.71士0.91

2.75土 1,08

成人の刀心者に対する指導の順序は、子どもの切心者と同じでよい

3.85士0.86

3.07土 1.09

教え子の剣道では、

3.62士

3.80土1.19

生差寺考慮して変えた方がよい

自分は剣道の専P 家で

は多い

3.44士

3.14土0.59

試合は自分が指

し立て靭めてもらいたい

旨'

3.62士0.82
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6.指導者における低段位者と高段位者の平均得

点の比較について

表4は,指導者における低段位者と高段位者の

平均得点を比較したものである。4.0点以上の肯定

的な項目は,低段位者が4項目,高段位者が11項

目であり,高段位者の方が剣道の指導に対してよ

り肯定的に捉えている項目が多かった。「教え子

の剣道では,気力が最も大切であるq氏段位者432

点,高段位者4.35点)」については,低段位者ではJ I 、、,

1位であったが,高段位者では2位であった。高段

位者は「長所を伸ばす指導を中心とすべきである

q氏段位者3.96点,高段位者4.44点)」(Pく0.OD

が1位であり,低段位者よりも肯定的な得点が高

く,両者の間には有意な差が認められた。高段位

者の方力斗旨導の第一義として子どもの長所を伸ぱ

す指導を大切に考えていることが分かる。また,

「試合は剣道の普及に不可欠であるq氏段位者

3.96ノ反,高段位者4.35点)」については,低段位者

が6位であったのに対して高段位者は2位であり,

有意な差は認められなかったものの,高段位者の

方が肯定的な得点が高く,剣道の普及に試合が大

きく関与することを認識している傾向が伺える。

その他の項目において低段位者と高段位者の得

点が有意に異なっていたのは次に示す5項目であ

つた。「日本剣道形の指導時間をもっと増やした

いq氏段位者3.43点,高段位者4.00点)」(Pく0.01),

「学校での剣道の授業は,剣道人口増加に効果が

ある q氏段位者336 点,高段位者3.97点)」

(Pく0.05),「剣道だけでなく,他のスポーツや文

化的活動なども指導に含めたいq氏段位者3.39点,

高段位者3.91点)」(Pく0.05)及び「試合の勝負の

結果にとだわる指導者が多すぎるq氏段位者3.32

高段位者3.85点)」(Pく0.01)については,い点J

ずれも高段位者の方が低段位者よりも肯定的な得

点が高く,両者の間には有意な差が認められた。

高段位者は,剣道技術の伝統文化性を示す日本剣

道形をもっと指導したいという意識が強いと同時

に,また一方では剣道以外のスポーツや文化的活

動の必要性も認識していることが伺える。さらに,

高段位者は剣道人口を増加させるために,学校で

の剣道授業の充実を望んでいることや試合に関し

武道学研究如一住):9-25,2007

ては勝負にこだわりすぎる指導者が多いことをよ

り強く感じていることがわかった。そして,「成人

の初心者に対する指導の順序は,子どもの初心者

と同じで良いq氏段位者2.75点,高段位者224点)」

(Pく0.05)については,高段位者の方が低段位者

よりも否定的であり,両者の間には優位な差が認

められた。特に高段位者は,大人と子どもの初心

者指導は同じではないことを強く認識していると

とが明らかになった。とのように高段位者の指導

や普及に対する特徴的な考え方は,杉山N),山神

21),角13)N)が望ましい剣道指導者のあり方や指導

法として提示している老え方に類似したものであ

る。

フ.小学生と指導者の剣道観に関する比較分析

について

図3は小学生と指導者の意識の比較を表したも

のである。

1)剣道によって得られた効果に関する意識

「剣道を始めてから,礼儀正しくなったと思う」,

「剣道を続けていると,日常生活でもネU義正しく

なる」という剣道によって得られた効果に関する

肯定的回答は,小学生68.6%,指導者75,9%であ

り,指導者の方がより肯定的であったものの有意

な差は認められなかった。また「小・中学生の剣

道観」22)では,剣道をして礼儀正しくなったとす

る肯定的回答は57.3%であり,今回の結果より約

H%低かった。いずれにしても剣道で礼儀が正し

くなるという効果については,指導者に比べて小

学生の意識がやや低いがともに肯定的であった。

また,「剣道を始めてから勉強の成績が良くなった

と思う」,「剣道は学業に良い影響を与える」につ

いての肯定的回答は,小学生183%,指導者79.0%

であり,両者の間には0.1%水準で有意な差が認め

られた。指導者は剣道が学業に良い影響を与える

としているが,小学生はほとんど勉強には影響が

無いと感じていることが明らかになった。しj>中

学生の貪1道観」22)においても,小学生の肯定的回

答は22.3%であり,本研究の結果と同様の傾向が

見られた。
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2)剣道を継続することに関する意識

「中学校や高校へ行っても剣道を続けたい」,「進

学や卒業しても剣道を続けたいと思っている教え

子は多い」という剣道を継続することに関する肯

定的回答は,小学生58.6%,指導者48.4%であり,

小学生の方がより肯定的であったものの有意な差

は認められなかった。一方,「大人になっても剣道

を続けたい」,「進学や卒業しても剣道を続けたい

と思っている教え子は多い」についての肯定的回

答は,小学生諦'フ%,指導者48.4%であり,両者

の問には5%水準で有意な差が認められた。小学

生は中学や高校では剣道を続ける意思があるが,

大人になってからのことはわからないといった現

時点での正直な気持ちの表れだと思われる。

3)剣道の技術向上への意欲に関する意識

「もっと試合で勝ちたい」,「試合に勝つ喜びを

教えることが大喫である」という技術向上への意

欲に関する肯定的回答は,小学生93.5%,指導者

50.0%であり,両者の間には0.1%水準で有意な差

が認められた。岡島ら9)は試合で勝つことは継続

意欲に影粋を与えるが,達成が困難と考えたとき

には剣道何樹%に繋がると指摘しており,小学生の

勝ちたいと思う気持ちや勝ったときの喜びに対し

て,指導者はどう対応し,どのように指導してい

くの力功§小学生の技術向上への意欲を考える上で

大きな意味を持つことを示唆している。また,「か

た(剣道形)の練習をやりたい」,「日本剣道形の

指導時間を今よりも増やしたい」についての肯定

的回答は,小学生54.4%,指導者64.5%であり,

両者の問には5%水準で有意な差が認められたが,

両者とも日本剣道形を行う必要性を感じているこ

とが明らかになった。

4)剣道でいやだと思うことについて

「まちがった審判をされて,くやしかったこと

がある」,「誤審があるのはやむをえない」という

剣道でいやだと思うことに関する肯定的回答は,

小学生54,5%,指導者46.フ%であり,両者の闇に

は5%水準で有意な差が認められた。小学生が誤

審でくやしい思いを経験したととに対して,指導

者は誤審については否定できないものの認めるべ

きではないという複雑な心境を読み取ることがで
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きる。小学生も高学年になると自分の試合に関し

て誤審であるかどうかの判断が十分できるという

ととを審判員は認識し,審判しなければならない

ことを考えさせられる結果でもある。現在,都道

府県及び地区レベルで審判講習会が多数開かれて

おり,指導者は積極的に参加し,自己の審判能力

を高めるよう研鎭を積むことが必要である。

5)剣道以外への関心寸こついての意識

「剣道の仲間と練習(稽古)以外の行事(遊び・

レクリエーション)をやりたしU,「剣道だけでな

く,他のスポーツや文化的活動なども指導に含め

たい」という剣道以外への関心に関する肯定的回

答は,小学生82.3%,指導者62.9%であり,両者

の間には0.1%水準で有意な差が認められた。特に

小学生は剣道以外の行事に刻する要望が非常に強

いことが分かった。また,有意な差が認められた

ものの,指導者も剣道以外の活動も指導に含めた

いと老えており,今後は,子どもたちの興味関心

を幅広く理解し,剣道仲間とのさらに深いコミュ

ニケーションを図る場として,有効に取り入れて

いく実践が展開されなければならないと言えよう。

6)剣道に対する将来像

「私も剣道の先生になりたい」,「教え子の中か

ら剣道の専問家が育って欲しい」という剣道に対

する将来像に関する肯定的回答は,小学生302%,

指導者64.5%であり,両者の問には0.1%水準で有

意な差が認められた。指導者には,教え子には剣

道を継続してもらい,できれば指導者になってほ

しいという願いがあるものの,現実的には子ども

たちにはそのような意識は低いことがわかった。

「指導してくれている先生のようになりたい」と

思ってくれるような子どもを一人でも多く育てら

れる人間的な魅力のある指導者を目指さなけれぱ

ならない。

フ)剣道の技能特性に関する意識

「剣道では気力がもっとも大切だ」,「教え子の

剣道では,気力が最も大切である」という剣道の

技能特性に関する肯定的回答は,小学生84,フ%,

指導者91.9%であり,指導者の方がより肯定的で

あったものの有意な差は認められなかった。一方,

「剣道では,体力がもっとも大切だ」,「教え子の
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剣打首では,体力を高めていくことがもっとも大切

である」に関する肯定的回答は,小学生は79.2%,

指導者61.3%であり,両者の間には0.1ツ0水準で有

意な差が認められた。また,「剣道では,技が_上手

につかえることがもっとも大切だ」,「教え子の剣

道では,技を駆使できるととがもっとも大切であ

る」に関する肯定的回答は,小学生66.8%,指導

者Ⅱ3%であり,両者の間には0、1%水準で有意な

差が認められた。小学生も指導者も差があるもの

の気力,体力の重要性については認稲モしていたが,

技については意識の違いが見られ,特に指導者の

方は肯定的な御恰幼ミ低かった。剣道には精料珀勺特

性だけではなく,競技的特性や運動的特性が含ま

れるととを踏まえ,小学牛の体力や技の技能特性

に関する意識の高さもぢ慮した指導を心がける必

要があると思われる。

8)剣道への要望に関する意識

「剣道の練習(稽古)では,きびしさが必要だ」,

「剣道の稽古は厳しくて当然である」という剣道

への要望に関する肯定的回答は,小学生50.3%,

指導者54.9%であり,両者の闇に有意な差は認め,

られなかった。両者とも稽古の厳しさについての

認識は類似Lており,厳しくするのが当然とする

意識は高くないこどが分かった。また,「男子と女

子とで,練習(稽古)の中身は違うほうがよい」,

「男女の稽古内容は,性差を昔慮して変えたほう

がよい」に関する肯定的回答は,小学生玲.6%,

指導者25,8%と肯定的な割合が低く,また両者の

聞に有意な差は認められなかった。小学生段階で

は両者ともに男女の稽古内容はー'緒で良いとする

苫えであることが分かった。

9)剣道の普及に関する意識

「外国にも剣お首が広まってほしい」,「剣道が海

外に今以上に広まってもらいたい」という剣道の

普及に関する肯定的回答は,小学生が65.6%,指

導者が69.4%であり,両者の闇に有意な差は認め

られなかったものの,小学生も指導者も海外に剣

道が普及することには前向きであることが分かっ

た。また,「剣道もオリンピック種目になってほし

い」,「剣道がオリンピック種目になってもらいた」

い」に関する肯定的回答は,小学生が65.0%,指

境:小学生と指導者の剣道槻に関する一寺察

導者が403%であり,両者の間には0.1%水準で有

意な差が認められた。海外への剣道普及に関して

は,小学生も指導者も推進していくととを望んで

いるが,オリンビック化に関しては,両者の意識

には大きな開きがあることが分かった。

Ⅳまとめ

小学生に対する剣道普及のあり方や剣道継続意

欲を向上させる手立てを明らかにするために,

小学生と指導者の剣道観について,両者の剣道

観の特徴を小学生の剣道経験年数や指導者の

段位の違い等から考察するとともに,両者の剣

道に対する相互の意識を比較分析した結果,以

下の結論を得た。

1.小学生は一試合で勝つことや_上の級を目指す

技能向上への意欲が最も高く,また,剣道以外

の行事への関心,剣道によって得られた効果,

剣道の技能特性,剣道の普及や指導者の教え方

に対し一C肯定的に捉える傾向にあった。しかし

正座や黙想など剣道の伝統的な行動様式や剣

道の先生への憧れ,さらには学校の成紙への剣

道の効果等に関しては消極的・否定的に捉えて

いた。

2.指導者は,指導面では「気力」を重視し,「長

所を伸ぱす指導」を心功§けていた。また,「剣

道は他のスポーツよりも教育的意義が大きい」,

「試合は剣道の普及に不可欠」,「もっと基本技

の稽古に時闇をかけるべき」及び「剣道が海外

に今以上に広まってほしい」については肯定的

に捉えていた。

3.小学生においては,短期経験者の方が長期経

験者よりも,試合練習や大会に関してより肯定

的に捉えていた。また,両者とも剣道の先生に

対して堅苦しいとは思っていないが,特に短期

経験者においては最も否定的な項目であった。

4.指導者においては,高段位者が低段位者より

も剣道の指導に関してより肯定的に捉えてい

る傾向が認められた。「長所を伸ぱす指導を中

心とすべき」,珀本剣道形の指導重・視」,「学校

での剣道授業が剣道人口増大に寄与する」,「剣

道以外のスポーツや文化的活動を行う」及び
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「試合の勝負にこだわりすぎる指導者がいる」

については高段位者のほうがより肯定的に捉

えていた。しかし,「大人への初心者指導は子

どもの初心者に対するのと同じで良い」につい

ては低段位者のほうがより肯定的に捉えてい

曼

5.小学生と指導者の剣道に対する意識を比較

した結果,「剣道と学業の関係」について,指

導者は剣道が学業によい影響を与えると考え

ているが,小学生は成績が良くなったとは思っ

ていなかった。また,小学生はもっと試合で勝

ちたいと思っているが,指導者の考えとは大き

な差異があった。「剣道以外の行事」を行うこ

とについては,小学生のほうがより強く望んで

いた。一方,指導者は「教え子に将来剣道の先

生になってほしい」と希望しているが,剣道の

先生になりたいと思っている小学生は少なか

つた。小学生は,気力,体力,技ともに重要視

していたが,指導者は教え子の剣道が技を邪使

することが最も大釖であるとは捉えていなか

つた。小学生は剣道を外国に普及するとととオ

リンピック化についての意識は同様に高かっ

たが,指導者は外国に剣道を普及する意識は高

かったものの,オリンピック化については否定

的であり,外国への普及とオリンピック化は別

であると捉えていた。

武道学研究 40-(1):9-25,2007

その意味からも,現在剣道を継続している小学生

の継続意欲をいかに向上させていくかが最重要課

題といえよう。
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